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大学の日本語教育における「調査・発表」授業の
導入効果について
富 田　美 知 子
１．はじめに
現代社会では、プレゼンテーション能力が必
要とされる。プレゼンテーションとは、一般社
会では「情報伝達手段の一種で、聞き手に対し
て情報を提示し、理解・納得を得る行為」を指
すが、大学などの高等教育機関では、「自分の
調べたこと、研究したこと、主張したいことな
どを、聞き手に対して口頭で発表を行うこと」
を意味する。
日本の大学で学ぶ学生は、授業やゼミなどで
の発表はもちろんのこと、研究会や学会などで
発表をしなければならない。それは留学生も例
外ではないのが現実である。
留学生が聞き手に対して情報を分かりやすく
上手に伝えるためには、かなり高度な日本語力
が必要とされるのである。
私が担当している「日本語」の授業では、４
年ほど前から留学生がプレゼンテーションに関
する基本的表現と技能を身につけ、その日本語
の口頭表現力を高めるために「プレゼンテーシ
ョン能力の向上のための授業」を導入している。
それは、「アンケート調査・発表」というも
のである。その内容としては、留学生自身が決
めたテーマについてアンケート調査し、その結
果を分析し、それをグラフなどを使用し、クラ
ス全員の前で分かりやすく発表するというもの
である。
この授業の中で、教員は、プレゼンテーショ
ンにはどんな日本語の表現が必要とされるか。
つぎに必要とされる日本語の表現が、どのよ
うな場合に使われるか、その使い方にポイント
おいて指導していくというものである。
この拙論は、一連のプレゼンテーションに必
要とされる日本語の表現の中で、どのようなも
のが習得されやすく、またその反対にどのよう
なものが習得されにくいかをこの授業を使っ
て、調査したものである。
主な内容は、「プレゼンテーションに必要と
される日本語の表現の習得内容」を分析したも
のである。
２．プレゼンテーションに必要とされる
日本語の表現の習得度調査
２－１　調査対象授業内容
調査は、本学２年生後期の授業である「日本
語Ⅳ」（中上級クラス）の中で実施した。
「日本語Ⅳ」は、月・火の連続週２回の授業
であり、後期で 30 回の授業である。
そのうち火曜日 15 回の授業をこの「プレゼン
テーション能力の向上のための授業」に充てた。
〈日本語Ⅳの授業目標〉
この授業は、留学生がプレゼンテーションに
関する基本的表現と技能を身につけ、口頭表現
力を高めるためのものであり、この授業目標は、
留学生が大学の授業内で口頭発表・討論を行う
日本語力を養成する。また、その日本語力を自
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分の専門のゼミや将来の仕事などでも応用でき
るようにするというものである。
〈授業内容〉
内容としては、今回は「アンケート調査・発
表」をとりあげた。「アンケート調査・発表」
の授業というものは、学生自身が関心を持った
テーマについて、アンケート調査項目を作り、
それを対象者にアンケート調査する。そしてそ
の結果を集計し、分析したものをクラスの学生
の前で口頭発表するというものである。
教師は、下記のような順序で、アンケートテ
ーマの選定の仕方、アンケート表作成およびそ
の注意点の指導、アンケート結果の集計とデー
タ分析とそのまとめ方の指導、
それから結果発表のためのレジュメの作り
方、発表の仕方などを指導していく。
学生はこれら一連の授業を通して、プレゼン
テーションのための技術とくにプレゼンテーシ
ョンのために必要とされる日本語力を習得して
いくというものである。
〈15 回の授業の具体的な内容〉
第１回 アンケート調査・調査の仕方について
説明した後、下記のアンケート調査計
画表に記入させた。
　　　〈例１〉
第２回　アンケート調査計画表発表（〈例１〉
の調査計画表に記入したものを発表す
る）
第３回　アンケート調査計画表に基づき、下記
　　　〈例１〉
アンケート調査　計画表　　　学籍番号　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　
【１】アンケートのテーマ
　　　［ ］
【２】このテーマを選んだ理由
【３】このアンケートの目的（何が知りたいか）
【４】①アンケートの対象者
　　　 身分（社会人・日本人学生・留学生・その他　　　　　　　　　　）　　 性別（男・女）
　　　 年齢（10 代・20 代・30 代・40 代・50 代…　　　） 人数（30 人以上）
　 　②アンケート項目（アンケート調査表では、10 項目以上）
　　　・
　　　・
　　　・
　　　・
　　　・
【５】アンケート調査の予想結果
　　　・
　　　・
　　　・
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の例のようにアンケートシートを作成
する。
　　　〈例２〉
第４回　アンケートシート発表①（各自作成し
たアンケートシートを発表する）
第５回　アンケートシート発表②（各自作成し
たアンケートシートを発表する）
第６回　データ分析とそのまとめ方の指導（グ
ラフ分析のための表現導入）①
　　　〈例３〉
第７回　データ分析とそのまとめ方の指導（グ
ラフ分析のための表現導入）②
第８回　発表方法の指導（発表の為の表現導入）
①
　　　〈例４〉
　　　〈例２〉
大学生のアルバイトについての調査
　性別：　　　年齢：　　　大学学年：　　　　　　　　国籍：
１．あなたは現在アルバイトをしていますか。
　　（　）はい　（　）いいえ　　いいえと答えた方は過去のものとして答えてください。
２．あなたはどんなアルバイトをしていますか。（複数可）
　　（　） 飲食店厨房　（　）飲食店接客（　）販売　（　）営業　（　）講師　（　）事務　
　　（　）配達　　 　 （　）軽作業　
　  その他：　　　　　　　　　　　
３．アルバイトを選んだ基準はありますか。
　　（　）はい　（　）いいえ
　　「はい」と答えた方：どんな基準ですか。
　　（　）時給が高い 　（　）日払い　　（　）駅に近い　（　）家に近い（　）短期
　　（　）シフトが自由（　）食事つき　その他：　　　　　　　　　　　
４．あなたはなぜアルバイトを始めたのですか。
　　（　）小遣いがほしい　　（　）生活費　　　　　（　）生活費・学費
　　（　）社会経験がしたい　（　）友達を作りたい　その他：　　　　　　　　　　　
５．平均一週間に何時間アルバイトをしていますか。
　　（　）10 時間以内　（　）20 時間以内　（　）20 時間以上
６．アルバイトでストレスが溜まったことがありますか。
　　（　）ある　（　）ない　（ある方はその理由を書いてください。）
　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７．アルバイトをやめようと思ったことはありますか。（その理由を書いてください。）
　　やめたい理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８．アルバイトをし始めて、勉強時間は変わりましたか。
　　（　）減った　（　）変わっていない　（　）増えた
９．アルバイトは学校の成績に影響を与えると思いますか。
　　（　）与える　　（　）与えない
10． ９番で“与える”と答えた方、アルバイトは成績に影響を与えると思ったら、アルバイトをやめ
ますか。
　　（　）はい　（　）いいえ　（いいえと答えた方はその理由を書いてください。）
　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11．アルバイトと学校の成績、どちらが重要だと思いますか。
　　（　）アルバイト　（　）学校の成績
　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご協力ありがとうございました。
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　　　〈例３〉
グラフ分析のための表現
［数量・割合］　・倍／分の１　・以上／以下／未満　・％／割　・過半数
　　　　　　　・約／近く　　・およそ／ほぼ　　　・最も　　・小幅ながら
　　　　　　　・〜を占める／〜に当たる／〜に過ぎない
［変化の程度］　・大きく／大幅に　・少しずつ／次第に／徐々に／急速に
　　　　　　　・増加／減少　　　・上昇／下降　・上回る／下回る　・横ばい状態
　　　　　　　・〜になる　　　　・〜ていく／〜てくる／〜ている
　　　　　　　・超える　　　　　・及んでいる
　
［比　　　較］　・〜と比べると／〜と比較すると
　　　　　　　・これと反対に／これに対して／これと対照的に
　　　　　　　・肩を並べる
　　　〈例４〉
プレゼンテーションの流れ
①テーマについて　　〇　　　　　学部　　　　　　学科　　年　　　　です。
　　　　　　　　　　〇これから　　　　　　　　　について発表します。
　　　　　　　　　　〇この調査の目的は　　　　　　　　　　　　　　　を調べることです。
②調査方法と対象者　〇調査方法は　　　名にアンケート調査をしました。
　　　　　　　　　　〇調査対象は　　　名、　　　名です。　　　　　　　
　　　　　　　　　　〇主な質問はつぎのものです。
　　　　　　　　　　　１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
③内　　容　　　　　〇それでは、質問１からアンケート調査の結果を述べます。
　　　　　　　　　　〇まず　　　　　　　　　　　　　　についてききました。
　　　　　　　　　　〇結果は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でした。
　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　ということがわかりました。
　　　　　　　　　　〇次に　　　　　　　　　　　　　　についてききました。
　　　　　　　　　　〇結果は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でした。
　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　ということがわかりました。
　　　　　　　　　　〇それから　　　　　　　　　　　　についてききました。
　　　　　　　　　　〇結果は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でした。
　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　ということがわかりました。
　　　　　　　　　　〇最後に　　　　　　　　　　　　　についてききました。
　　　　　　　　　　〇結果は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でした。
　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　ということがわかりました。　　　　　　　　　
④結論・まとめ　　　〇　　　　　　の結果　　　　　　　　　　ということがわかりました。
　　　　　　　　　　　以上まとめると　　　　　　　　　　　　ということがわかりました。
　　　　　　　　　　〇私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思います。
　　　　　　　　　　〇これで　　　　　　　　　　についての発表を終わります。
　　　　　　　　　　〇ご清聴ありがとうございました。
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第９回　発表方法の指導（発表の為の表現導入）
②
第10回　発表リハーサル①
第11回　発表リハーサル②
第12回　発表リハーサルにおける不適切な日本
語表現の指導および訂正①
第13回　発表リハーサルにおける不適切な日本
語表現の指導および訂正②
第14回　最終発表
第15回　最終発表
２－２　調査対象者
「日本語Ⅳ」授業履修学生
男 15 名　女 13 名
２－３　調査対象内容
〈例３〉の「グラフ分析のための表現」がど
のぐらい使用されているかを
発表リハーサル時と、指導後の最終発表時と
を比較して分析した。
下記の［数量・割合］［変化の程度］［比　較］
の表現をそれぞれ日本語のレベルから
［Ⅰレベル］［Ⅱレベル］［Ⅲレベル］の３段
階に分け、それぞれの表現のレベル別の習得度
を見た。
［数量・割合を表す表現］
・倍／分の１　 ・以上／以下／未満　・％
／割
・だいたい／約／ほぼ　・いちばん／最も
・〜を占める／　〜に当たる　／〜に過ぎな
い
［変化の程度 を表す表現］
・大きく／大幅に　・だんだん／少しずつ／
次第に／徐々に
・増える／増加する・少なくなる／減少する 
・上昇する／下降する
・上回る／下回る　・横ばい状態
・〜になる ・〜ていく／〜てくる／〜てい
る
・超える　・及んでいる
［比較を表す表現］
・〜と比べると／　〜と比較すると　／比較
的に
・〜と反対に　／〜に対して 　／対照的に
２－４　調査結果および考察
①［数量・割合を表す表現］
〈考察〉
【倍／分の１　 ・以上／以下／未満　 ・％／割】
Ⅰグループの［以上・以下・倍・分の１・％］
は、発表リハーサルでも「留学目的は、半分以
上の人が語学の勉強です。」「３分の一の人は大
学または大学院進学のためです。」「留学経験が
＊前→発表リハーサル時　後→最終発表時
前 後 例　文
Ⅰレベル
以上・以下
倍・分の一
％
だいたい
いちばん
20
25
28
25
27
22
26
28
1
3
留学目的は、半分以上の人が
語学の勉強です。
３分の一の人は大学または大
学院進学のためです。
留学経験があると答えた人は
17％です。
留学したい国はだいだい３割
の人がアメリカでした。
留学の費用でいちばん多いの
は自分で貯金をするでした
Ⅱレベル割
約
2
2
2
27
留学経験があると答えた人は
２割です。
留学したい国は約３割の人が
アメリカでした。
Ⅲレベル
未満
ほぼ
最も
0
1
1
1
10
25
２割未満の人が留学して人種
差別を受けたと答えています。
留学したい国はほぼ３割の人
がアメリカでした。
留学の費用で最も多いのは自
分で貯金をするでした。
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あると答えた人は 17％です。」のように９割の
学生が使用している。
特に［％］については、グラフや表にそれが
表記されているので全員が使用している。
ただⅡグループの［割］については、［％］
のほうが分かりやすいと思ったせいか
使う学生は少ない。
またⅢグループの［未満］についても、［以下］
がほぼ同様の意味なので、［以下］を使用し、
最終発表でも［未満］を使う学生は少ない。
【だいたい／約／ほぼ　・いちばん／最も】
Ⅰグループの［だいたい・いちばん］につい
ては、発表リハーサル時には「だいたい半分で
す。」「留学したい国でいちばん多いのはアメリ
カでした。」のように全員が使っていた。しか
し［だいたい］を［約・ほぼ］に、［いちばん］
を［最も］にレベルを上げるようにと指導した
結果、最終発表時にはⅢレベルの表現の［ほぼ］
［最も］も一部の学生を除いて使えるようにな
った。
②［変化の程度を表す表現］
〈考察〉
【大きく／大幅に　・だんだん／少しずつ／次
第に／徐々に】
【増える／増加する・少なくなる／減少する ・
上昇する／下降する】
発表リハーサル時では、大部分の学生が「携
帯電話をスマートフォンにする人がだんだん増
えています。」「スマートフォンが人気で、今ま
での携帯電話を使っている人は少しずつ少なく
なっています。」のようにⅠグループの表現［だ
んだん・少しずつ・増えている・減っている］
を使っている。
②［変化の程度を表す表現］
＊前→発表リハーサル時　後→最終発表時
前 後 例　文
Ⅰレベル大きく
だんだん
少しずつ
増えている
少なくなる
20
26
26
25
25
12
3
5
1
1
薄型携帯電話が好きな人が大きく増えています。
携帯電話をスマートフォンにする人がだんだん増えています。
携帯電話をスマートフォンにする人が増えています。
スマートフォンが人気で、今までの携帯電話を使っている人は
少しずつ少なくなっています。
Ⅱレベル
次第に
徐々に
増加する
減少する
上昇する
下降する
2
2
3
3
2
0
25
23
27
27
2
0
携帯電話をスマートフォンにする人が次第に増加しています。
携帯電話をスマートフォンにする人が徐々に増加しています。
携帯電話をスマートフォンにする人が次第に増加しています。
スマートフォンが人気で、今までの携帯電話を使用している人
は徐々に減少しています。
タッチボード携帯の人気が上昇しています。
キーボード携帯の人気が下降しています。
Ⅲレベル
大幅に
上回る
下回る
横ばい状態
超える
及んでいる
0
0
0
0
1
0
15
1
0
0
2
0
薄型携帯電話が好きな人が大幅に増加しています。
携帯電話の低価格化希望者は、多機能化希望者を上回っていま
す。
携帯電話の多機能化希望者は、低価格化希望者を下回っていま
す。
Ｂ会社の携帯電話の人気は横ばい状態です。
Ａ会社の携帯電話の人気はＢ会社の人気を超えました。
携帯電話の使用は子供にまで及んでいます。
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しかし指導後の最終発表では、「携帯電話を
スマートフォンにする人が次第に増加していま
す。」「スマートフォンが人気で、今までの携帯
電話を使用している人は徐々に減少していま
す。」とⅡグループレベルまで使用できるよう
になった。
［次第に］［徐々に］などの表現は、文法練習
でも何回も練習しているからであろう。
また［増加］［減少］という語彙は、読解な
どでも頻繁に出てく語彙だからであろう。
つぎの［上昇する・下降する］については、
その使用率は少ない。理由としては
発表には円グラフや棒グラフを使っている学
生が多く、折れ線グラフなどを使って説明する
学生が少ないので、この表現が出てこないので
あろう。
【上回る・下回る・横ばい状態・超える・及ん
でいる】
上記のⅢグループの表現［上回る・下回る・
横ばい状態 ・超える・及んでいる］は、指導
の時、言葉としては理解しているが、実際の発
表時にはほとんどの学生が使わない。
これらの表現は、会社などで時間を追って分
析していく時に使う表現であるので、
大学の授業などで、扱う調査には使われない
語彙なのであろう。
しかし、同じⅢグループでも［大幅に］は、
［大きく］に替わって［大幅に］使用してみる
ようにと指導した結果、半数以上の学生が使用
した。
③［比較を表す表現］
〈考察〉
【〜と比べると／〜と比較すると／比較的に】
【〜と反対に／〜に対して／対照的に】
最初の発表リハーサルでもⅠレベルの［〜と
比べると］［〜と反対に］は、　日常生活でも使
っている表現なので、「日本人学生と比べると、
外国人留学生は朝食を食べない人が多いです。」
「外国人留学生は１ヶ月の携帯料金が高いと答
えました。それと反対に日本人は高いと思った
③［比較を表す表現］
＊前→発表リハーサル時　後→最終発表時
前 後 例　文
Ⅰレベル〜と比べる
と
〜と反対に
26
27
5
8
日本人学生と比べると、外国人留学生は朝食を食べない人が多
いです。
外国人留学生は１ヶ月の携帯料金が高いと答えました。それと
反対に日本人は高いと思った人は少ないです。
Ⅱレベル〜と比較す
ると
〜に対して
2
1
23
20
日本人学生と比較すると、外国人留学生は朝食を食べない人が
多いです。
外国人留学生は１ヶ月の携帯料金が高いと答えた。それに対し
て日本人は高いと思った人は少ないです。
Ⅲレベル
比較的に
対照的に
0
1
3
1
比較的に日本人学生は朝食を食べる人が多いです。
それと対照的に外国人留学生は朝食を食べない人が多いです。
日本人学生は１ヶ月の携帯料金が高いと答えた人は比較的に少
ないですが、それとは対照的に外国人留学生は高いと答えまし
た。
大学の日本語教育における「調査・発表」授業の導入効果について（富田　美知子）
－ 96 －
人は少ないです。」のようにほぼ全員が使用し
ている。
つぎにⅡレベルの［〜と比較すると］［〜に
対して］は、このクラスは中上級クラス
なので、指導をすると最終発表時には約８割
の学生が使えるようになった。
ただ［〜と比較すると］は、（比べる）が（比
較する）になっただけなので習得率は
よいが、［〜に対して］は、（〜と反対に）が、
（〜に対して）と助詞も変化するので、
習得率は落ちる。
最後にⅢレベルの［比較的に］［対照的に］
になると、指導をしても最終発表時に
使う学生は少ない。その原因としては、（的）
という表現が曖昧な表現なので、数字が出てい
るグラフなどの発表にはどのように使っていい
のか迷うのであろう。
３．結果全体の考察
今回の調査では、「発表に必要とされるグラ
フ分析の表現」の中から［数量・割合］［変化
の程度］［比　較］の表現を取り上げ、それぞ
れを日本語のレベルから
［Ⅰレベル］［Ⅱレベル］［Ⅲレベル］の３段
階に分け、その習得度を見てきた。
その結果、Ⅰレベルの表現は、比較的日常生
活で使われる表現が多いので、発表のリハーサ
ルでもスムーズに出てくる。
つぎにⅡレベルの表現については、大学の授
業でも出てくるレベルの表現なので、Ⅰレベル
の表現との関係をしっかり導入・指導すると、
大部分の学生が発表時に使用できるようになる。
またⅢレベルの表現の中でも［ほぼ］［最も］
のようにⅠレベルの表現との関係を
しっかり理解させると、習得率が上がる表現
もある。
しかしⅢレベルの表現の大部分は、日常生活
や大学の授業では使われることが少なく、むし
ろ会社などの仕事の中で使用されるものが多い
ので、その習得率は低い。
以上の結果から、留学生が大学の授業やゼミ・
学会発表において必須とされるものは、
Ⅱレベルの表現であろう。これらは、日本人
学生を含めたプレゼンテーションでは、
使いこなさなければならない。
最後に、Ⅲレベルの表現については、留学生
自身が使いこなせなくとも、他の学生（主に日
本人学生）が言っている場合に、その意味を理
解できなければならない程度のものである。
４．おわりに
今回の調査は、「発表に必要とされるグラフ
分析の表現」について行った。
しかしプレゼンテーション能力の向上のため
には、「アンケート調査・発表」のみでも「グ
ラフ分析の表現」の指導には留まらない。その
他考えられるだけでも、アンケートシートの作
成指導・その結果分析の指導・発表のための表
現の指導などいろいろやらなければならないこ
とが山ほどあるのが現状である。
さらに、プレゼンテーション能力の向上のた
めには、今回の「アンケート調査・発表」の他
に、「インタビュー調査・発表」「文献・資料調
査・発表」などにおいても、日本語の表現力を
高めていかなければならない。
今後の課題としては、これらの「調査・発表」
を通じて、留学生のプレゼンテーション能力の
向上、総じて「口頭表現能力の向上」に向けて、
精進していきたいと思う。
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